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§１．研究成果の概要 

 

本年度の成果としては以下の論文1〜4がある。以下その詳細を述べる。 

 

論文 1) 量子エラー抑制の誤り耐性量子計算への応用  

我々は量子エラー抑制を誤り耐性量子計算に適応することによって、誤り耐性量子計算中の広

範な種類のエラーが取り除けることを示した。量子エラー抑制を手法に組み合わせることによって

量子エラー訂正の符号化に用いる量子ビット数を減らすことができ、論理空間上での量子超越を

示せるようになる領域では80%の量子ビットの削減が期待できる。この結果はPRX Quantum 誌に出

版された。 

 

論文 2) 一般化部分空間展開法 

仮想蒸留法も部分空間展開法どちらもエラーの詳細を知らずに計算エラーを取り除くことができ

る量子エラー抑制法として知られている。それぞれ、抑制することができるエラーの種類が異なって

いるが、我々は仮想蒸留法、部分空間展開法を統合、一般化した手法である一般化部分空間展

開法を提案し、非常に高精度な量子エラー抑制法を提案した。この成果はPhysical Review 

Letters 誌に採択された。 

 

論文 3) Hybrid tensor network 法における遷移行列計算 

 量子コンピュータのサイズ以上の量子シミュレーションを行うことを可能にするhybrid tensor 

network 法がこれまで提案されていたが、量子系の解析を行う上で重要な情報である遷移行列の

情報を得るためのアルゴリズムは提案されていなかった。我々は、hybrid tensor network 法にお

いて、遷移行列計算を行うことを可能にする量子アルゴリズムを計算し、その効率性を評価した。こ

の成果はPhysical Review A 誌で出版された。 

 

論文 4) 量子誤り抑制の量子センシングへの適応 

量子センシングは量子状態を用いて微小な外場を精度よく読み出すことを目標とする分野であ

るが、環境ノイズがゆらぐ際には信号に系統的なエラーが入るため、外場の推定誤差がセンシング

における量子優位性が失われてしまうという問題があった。我々は量子エラー抑制を用いて環境ノ

イズを抑制することで、量子センシングの精度を飛躍的に向上する手法を提案し、arXiv に発表し

た。 
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